
令和７年５月１７日、富山市大沢野(おおさわの)国有林において、国民参加の森林づくり
活動の一環である社会貢献の森（風とせせらぎの森林）における森林整備活動の協定を締結
しているＮＰＯ法人「きんたろう倶楽部」と協働で竹の除去作業を行いました。

この地域は強風の発生が多く、同国有林も風害を防止する防風保安林に指定されていま
すが、その機能の維持・向上を図っていくため、協定を締結して以降、継続した活動を
行っています。

5月17日 風とせせらぎの森林 ～きんたろう倶楽部の活動～
【富山森林管理署】

この取り組みにおいて林内の見通しを改善することにより、近年市街地への出没が報告
されているサルやクマ等の野生鳥獣被害への防止効果も期待されています。

手入れ前 手入れ後

当日は降雨の中、きんたろう倶楽部の会員４名と当署職員４名で防風保安林に侵入して
いる竹をノコギリで伐採し、チッパーで粉砕して林内に戻す作業に汗を流しました。
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